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(5)富来田地区 

① 地区特性 

○ 東西の山地に囲まれて、小櫃川に面して低地が広がっています。 

○ 都市計画マスタープランでは、JR 馬来田駅周辺において地域中心拠点に位置づけられ、都市再生拠

点を補完する身近な生活サービスなどの機能を集積し、日常生活の拠り所となる拠点形成を目指し

ています。 

○ 市街化区域では、住宅を中心とした市街地が作られており、学校が立地しています。一方で、市街

化調整区域では、小規模な集落が広く分布しています。 

○ 地区全体で、低層建物が広く分布しています。 

 

② 災害リスク分析 

ア．推定被害規模と対応避難所等 

 
津波 

浸水 

高潮 

浸水 

河川 

浸水 

ため池 

浸水 

土砂 

災害 

大規模 

盛土 

造成地 

想定災害 ― ― ● ● ● ● 

推定被災人口 ― ― 2,481 人 163 人 1,075 人 21 人 

推定被災世帯※ ― ― 1,176 世帯 77 世帯 509 世帯 10 世帯 

対応避難所等 6 カ所 6 カ所 3 カ所 ― 6 カ所 1 カ所 

※推定被災人口から、１世帯あたり人員（2.11 人／世帯：令和４年４月時点）を除算して算出 

※地震・内水氾濫・火災・台風は、どの場所でも被害が想定できるため、上表では割愛している 

 

イ．災害リスク 

災害想定 災害リスク 

台風 ⚫ 強風により瓦の破損・剥離や工作物の倒壊の恐れがある。 

地震 
⚫ 旧耐震基準の建物や老朽化が進む建物、液状化危険度が高い場所では、建物倒壊リ

スクが高まる。 

河川浸水 

⚫ 小櫃川が氾濫した場合、河川沿い概ね 1km 圏内に被害の恐れがある。 

⚫ ３階建て以上の建物が少なく、垂直避難が困難である。 

⚫ 小櫃川沿岸での河岸浸食と氾濫流の危険性のある箇所は、家屋の流出・倒壊の恐れ

がある。 

ため池浸水 
⚫ 田川貯水池下・田川貯水池上の２つのため池があり、氾濫すると歩行可能程度の深

さの水が一部の宅地内に流れ込む恐れがある。 

土砂災害 
⚫ 大雨や地震時に、土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域内の建物や住民が被災

する恐れがある。 

大規模盛土 

造成地 

⚫ 調査により危険度が高いと判断された大規模盛土造成地では、地震時に滑動崩落の

可能性がある。 

その他 ⚫ 道路の狭い場所では、災害時の道路閉塞、緊急車両が通れない等の恐れがある。 
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③ 防災・減災対策の課題 

災害想定の状況、意見交換会結果、アンケート結果、災害リスク分析を踏まえ、課題を抽出します。 

 

災害想定 課題 

台風 

事前対策の普及 

⚫ 事前に台風対策が施された建物・工作物の普及 

⚫ 各自の身の回りの事前の備えの周知 

地震 

建物の耐震性の確保 

⚫ 耐震性が確保された建物の普及 

建物内の安全確保 

⚫ 建物内の安全を事前に確保 

敷地の液状化対策 

⚫ 液状化対策の推進 

河川浸水 

浸水深の軽減 

⚫ 浸水深を低減させるハード対策の実施 

床上浸水の防止・軽減 

⚫ 水災害対策が施された建物の普及 

⚫ 建物用地の浸水対策 

停電対策 

⚫ 水災害に強い電線の地中化の推進 

避難できる場所の確保 

⚫ 命を守ることを最優先とした避難意識の醸成 

⚫ 水災害から安全に避難できる場所と経路の確保 

災害時要配慮者の安全な避難 

⚫ 高齢者や障がいのある方、子どもなどの災害時要配慮者の避難方法の確立 

ため池浸水 

土砂災害 

新築抑制と安全な場所への移転 

⚫ 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域への新築の抑制 

⚫ 既存建物の安全な場所への移転促進 

治山 

⚫ 治山事業による安全性確保 

大規模盛土 

造成地 

危険度調査による安全性確認と対策 

⚫ 第二次スクリーニング調査による安全性確認 

⚫ 危険度の高い土地の安全対策 

その他 

情報取得手段の確保 

⚫ 災害時の情報取得手段の確保 

停電対策の多重化・代替性の確保 

⚫ 災害時の停電に対応できる発電・蓄電設備の充実 

防災・減災教育 

⚫ 防災・減災に対する正しい備えや対応方法の周知 
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[災害リスク分析図] 
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[第１回意見交換会結果：地区住民が思う不安なこと] 
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[居住地区における災害に関する危機意識について：アンケート（地区別集計）] 
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凡例

イ.津波が起こるかもしれない [n=62]

ロ.河川や高潮による洪水が起こるかもしれない [n=62]

ハ.床上浸水するかもしれない [n=62]

ニ.土砂災害が起こるかもしれない [n=62]

ホ.建物が壊れるかもしれない [n=62]

ヘ.火災が起こるかもしれない [n=62]

ト.液状化現象が起こるかもしれない [n=62]

チ.電気・ガス・水道・通信が使えなくなるかもしれない [n=62]

リ.自分は避難できるだろうか [n=62]

ヌ.家族は避難できるだろうか [n=62]

ル.家族や知人に連絡がとれるだろうか [n=62]

ヲ.救助体制は十分だろうか [n=62]

ワ.食料が足りなくなるかもしれない [n=62]

カ.避難場所・避難所で生活できるだろうか [n=62]

ヨ.一人暮らしの高齢者は大丈夫だろうか [n=62]

タ.障がいのある方は大丈夫だろうか [n=62]

レ.道路が使えなくなるかもしれない [n=62]

ソ.集落や地区が孤立するかもしれない [n=62]

ツ.家具などが転倒して、けがをするかもしれない [n=62]
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[課題図] 
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[参考：建物密度分布図] 

  



西清川地区 

 65 

(6)西清川地区 

① 地区特性 

○ 地区北部の低地部分は、小櫃川に面して住宅地と農地が広がっています。JR 久留里線より南側は標

高が高くなり、高台に住宅地が広がっています。 

○ 高台の住宅地には、商業施設や学校等の都市機能が立地しています。 

○ 地区全体で、低層建物が広く分布しています。 

 

② 災害リスク分析 

ア．推定被害規模と対応避難所等 

 
津波 

浸水 

高潮 

浸水 

河川 

浸水 

ため池 

浸水 

土砂 

災害 

大規模 

盛土 

造成地 

想定災害 ― ― ● ― ● ● 

推定被災人口 ― ― 934 人 ― 151 人 7,025 人 

推定被災世帯※ ― ― 443 世帯 ― 72 世帯 3,329 世帯 

対応避難所等 6 カ所 6 カ所 3 カ所 ― 6 カ所 1 カ所 

※推定被災人口から、１世帯あたり人員（2.11 人／世帯：令和４年４月時点）を除算して算出 

※地震・内水氾濫・火災・台風は、どの場所でも被害が想定できるため、上表では割愛している 

 

イ．災害リスク 

災害想定 災害リスク 

台風 ⚫ 強風により瓦の破損・剥離や工作物の倒壊の恐れがある。 

地震 
⚫ 旧耐震基準の建物や老朽化が進む建物、液状化危険度が高い場所では、建物倒壊リ

スクが高まる。 

高潮浸水 ⚫ 一部の農地が浸水する。 

河川浸水 

⚫ 小櫃川が氾濫した場合、小櫃堰公園付近の住宅地に被害の恐れがある。 

⚫ ３階建て以上の建物なく、垂直避難が困難である。 

⚫ 小櫃川沿岸で河岸浸食の危険性のある箇所は、家屋の流出・倒壊の恐れがある。 

内水氾濫 ⚫ 浸水の危険性がある場所が指摘されている。 

土砂災害 
⚫ 大雨や地震時に、土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域内の建物や住民が被災

する恐れがある。 

大規模盛土 

造成地 

⚫ 地区内の高台エリアは、広く大規模盛土造成地であり、調査により危険度が高いと

判断された造成地では、地震時に滑動崩落の可能性がある。 

その他 
⚫ 地区北部の低地部分と南部の高台エリアの間は、JR 久留里線の線路で分断されてお

り、北部から南部への避難の際に、障壁となる可能性がある。 
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③ 防災・減災対策の課題 

災害想定の状況、意見交換会結果、アンケート結果、災害リスク分析を踏まえ、課題を抽出します。 

 

災害想定 課題 

台風 

事前対策の普及 

⚫ 事前に台風対策が施された建物・工作物の普及 

⚫ 各自の身の回りの事前の備えの周知 

地震 
建物の耐震性の確保 

⚫ 耐震性が確保された建物の普及 

建物内の安全確保 

建物内の安全を事前に確保 

河川浸水 

高潮浸水 

 

［低地部］ 

浸水深の軽減 

⚫ 浸水深を低減させるハード対策の実施 

床上浸水の防止・軽減 

⚫ 水災害対策が施された建物の普及 

⚫ 建物用地の浸水対策 

停電対策 

⚫ 水災害に強い電線の地中化の推進 

避難できる場所の確保 

⚫ 命を守ることを最優先とした避難意識の醸成 

⚫ 水災害から安全に避難できる場所と経路の確保 

災害時要配慮者の安全な避難 

⚫ 高齢者や障がいのある方、子どもなどの災害時要配慮者の避難方法の確立 

内水氾濫 

・ 

冠水 

浸水深の軽減 

⚫ 貯留・排水設備や雨水浸透施設の充実 

土砂災害 

新築抑制と安全な場所への移転 

⚫ 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域への新築の抑制 

⚫ 既存建物の安全な場所への移転促進 

治山 

⚫ 治山事業による安全性確保 

大規模盛土 

造成地 

［高台エリア］ 

危険度調査による安全性確認と対策 

⚫ 第二次スクリーニング調査による安全性確認 

⚫ 危険度の高い土地の安全対策 

火災 
延焼予防対策 

⚫ 火災の発生防止や早期発見、消火体制の確保等による延焼の防止 

その他 

情報取得手段の確保 

⚫ 災害時の情報取得手段の確保 

停電対策の多重化・代替性の確保 

⚫ 災害時の停電に対応できる発電・蓄電設備の充実 

防災・減災教育 

⚫ 防災・減災に対する正しい備えや対応方法の周知 
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[災害リスク分析図] 
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[第１回意見交換会結果：地区住民が思う不安なこと] 
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[居住地区における災害に関する危機意識について：アンケート（地区別集計）] 
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凡例

イ.津波が起こるかもしれない [n=50]

ロ.河川や高潮による洪水が起こるかもしれない [n=50]

ハ.床上浸水するかもしれない [n=50]

ニ.土砂災害が起こるかもしれない [n=50]

ホ.建物が壊れるかもしれない [n=50]

ヘ.火災が起こるかもしれない [n=50]

ト.液状化現象が起こるかもしれない [n=50]

チ.電気・ガス・水道・通信が使えなくなるかもしれない [n=50]

リ.自分は避難できるだろうか [n=50]

ヌ.家族は避難できるだろうか [n=50]

ル.家族や知人に連絡がとれるだろうか [n=50]

ヲ.救助体制は十分だろうか [n=50]

ワ.食料が足りなくなるかもしれない [n=50]

カ.避難場所・避難所で生活できるだろうか [n=50]

ヨ.一人暮らしの高齢者は大丈夫だろうか [n=50]

タ.障がいのある方は大丈夫だろうか [n=50]

レ.道路が使えなくなるかもしれない [n=50]

ソ.集落や地区が孤立するかもしれない [n=50]

ツ.家具などが転倒して、けがをするかもしれない [n=50]
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[課題図] 
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[参考：建物密度分布図] 
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(7)清見台地区 

① 地区特性 

○ 地区南部の低地部分は、矢那川に面して住宅地が広がっています。県道 23 号から北部は標高が高

くなり、高台に住宅地が広がっています。 

○ 県道 23 号沿道や矢那川周辺には、商業施設や飲食店、学校などが立地し、高台の住宅地には、大

学や高層住宅団地等が立地しています。 

 

② 災害リスク分析 

ア．推定被害規模と対応避難所等 

 
津波 

浸水 

高潮 

浸水 

河川 

浸水 

ため池 

浸水 

土砂 

災害 

大規模 

盛土 

造成地 

想定災害 ― ● ● ― ● ● 

推定被災人口 ― 想定区域内に 

住宅なし 

5,387 人 ― 508 人 9,642 人 

推定被災世帯※ ― 2,553 世帯 ― 241 世帯 4,570 世帯 

対応避難所等 7 カ所 7 カ所 6 カ所 ― 7 カ所 2 カ所 

※推定被災人口から、１世帯あたり人員（2.11 人／世帯：令和４年４月時点）を除算して算出 

※地震・内水氾濫・火災・台風は、どの場所でも被害が想定できるため、上表では割愛している 

 

イ．災害リスク 

災害想定 災害リスク 

台風 ⚫ 強風により瓦の破損・剥離や工作物の倒壊の恐れがある。 

地震 
⚫ 旧耐震基準の建物や老朽化が進む建物、液状化危険度が高い場所では、建物倒壊リ

スクが高まる。 

河川浸水 
⚫ 矢那川が氾濫した場合、河川周辺の住宅地に被害の恐れがある。 

⚫ 矢那川沿岸で河岸浸食の危険性のある箇所は、家屋の流出・倒壊の恐れがある。 

内水氾濫 ⚫ 浸水の危険性がある場所が指摘されている。 

土砂災害 
⚫ 大雨や地震時に、太田山公園の土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域内の建物

や住民が被災する恐れがある。 

大規模盛土 

造成地 

⚫ 地区内の高台エリアは、広く大規模盛土造成地であり、調査により危険度が高いと

判断された造成地では、地震時に滑動崩落の可能性がある。 
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③ 防災・減災対策の課題 

災害想定の状況、意見交換会結果、アンケート結果、災害リスク分析を踏まえ、課題を抽出します。 

 

災害想定 課題 

台風 

事前対策の普及 

⚫ 事前に台風対策が施された建物・工作物の普及 

⚫ 各自の身の回りの事前の備えの周知 

地震 
建物の耐震性の確保 

⚫ 耐震性が確保された建物の普及 

建物内の安全確保 

建物内の安全を事前に確保 

河川浸水 

 

［低地部］ 

浸水深の軽減 

⚫ 浸水深を低減させるハード対策の実施 

床上浸水の防止・軽減 

⚫ 水災害対策が施された建物の普及 

⚫ 建物用地の浸水対策 

停電対策 

⚫ 水災害に強い電線の地中化の推進 

避難できる場所の確保 

⚫ 命を守ることを最優先とした避難意識の醸成 

⚫ 水災害から安全に避難できる場所と経路の確保 

災害時要配慮者の安全な避難 

⚫ 高齢者や障がいのある方、子どもなどの災害時要配慮者の避難方法の確立 

内水氾濫 

・ 

冠水 

浸水深の軽減 

⚫ 貯留・排水設備や雨水浸透施設の充実 

土砂災害 

新築抑制と安全な場所への移転 

⚫ 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域への新築の抑制 

⚫ 既存建物の安全な場所への移転促進 

治山 

⚫ 治山事業による安全性確保 

大規模盛土 

造成地 

［高台エリア］ 

危険度調査による安全性確認と対策 

⚫ 第二次スクリーニング調査による安全性確認 

⚫ 危険度の高い土地の安全対策 

その他 

情報取得手段の確保 

⚫ 災害時の情報取得手段の確保 

停電対策の多重化・代替性の確保 

⚫ 災害時の停電に対応できる発電・蓄電設備の充実 

防災・減災教育 

⚫ 防災・減災に対する正しい備えや対応方法の周知 

  



清見台地区 

74 

[災害リスク分析図] 
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[第１回意見交換会結果：地区住民が思う不安なこと] 
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[居住地区における災害に関する危機意識について：アンケート（地区別集計）] 
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凡例

イ.津波が起こるかもしれない [n=179]

ロ.河川や高潮による洪水が起こるかもしれない [n=179]

ハ.床上浸水するかもしれない [n=179]

ニ.土砂災害が起こるかもしれない [n=179]

ホ.建物が壊れるかもしれない [n=179]

ヘ.火災が起こるかもしれない [n=179]

ト.液状化現象が起こるかもしれない [n=179]

チ.電気・ガス・水道・通信が使えなくなるかもしれない [n=179]

リ.自分は避難できるだろうか [n=179]

ヌ.家族は避難できるだろうか [n=179]

ル.家族や知人に連絡がとれるだろうか [n=179]

ヲ.救助体制は十分だろうか [n=179]

ワ.食料が足りなくなるかもしれない [n=179]

カ.避難場所・避難所で生活できるだろうか [n=179]

ヨ.一人暮らしの高齢者は大丈夫だろうか [n=179]

タ.障がいのある方は大丈夫だろうか [n=179]

レ.道路が使えなくなるかもしれない [n=179]

ソ.集落や地区が孤立するかもしれない [n=179]

ツ.家具などが転倒して、けがをするかもしれない [n=179]
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[課題図] 
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[参考：建物密度分布図] 
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(8)東清地区 

① 地区特性 

○ 市街化調整区域において、地区北部の低地部分は、小櫃川に面して集落や農地が広がっており、学

校も立地しています。地区南部の低地部分は、矢那川の支流沿岸に、集落や農地が広がっています。 

○ 市街化区域の地区西部は、高台住宅地が広がり、商業施設や飲食店、学校などが立地しています。 

 

② 災害リスク分析 

ア．推定被害規模と対応避難所等 

 
津波 

浸水 

高潮 

浸水 

河川 

浸水 

ため池 

浸水 

土砂 

災害 

大規模 

盛土 

造成地 

想定災害 ― ― ● ● ● ● 

推定被災人口 ― ― 2,480 人 135 人 533 人 5,294 人 

推定被災世帯※ ― ― 1,175 世帯 64 世帯 252 世帯 2,509 世帯 

対応避難所等 6 カ所 6 カ所 4 カ所 ― 6 カ所 1 カ所 

※推定被災人口から、１世帯あたり人員（2.11 人／世帯：令和４年４月時点）を除算して算出 

※地震・内水氾濫・火災・台風は、どの場所でも被害が想定できるため、上表では割愛している 

 

イ．災害リスク 

災害想定 災害リスク 

台風 ⚫ 強風により瓦の破損・剥離や工作物の倒壊の恐れがある。 

地震 
⚫ 旧耐震基準の建物や老朽化が進む建物、液状化危険度が高い場所では、建物倒壊リス

クが高まる。 

河川浸水 
⚫ 矢那川と支流が氾濫した場合、河川周辺の住宅地に被害の恐れがある。 

⚫ 小櫃川沿岸で河岸浸食の危険性のある箇所は、家屋の流出・倒壊の恐れがある。 

内水氾濫 ⚫ 浸水の危険性がある場所が指摘されている。 

ため池浸水 
⚫ 弁天堰（ため池）があり、氾濫すると歩行困難程度の深さの水が一部の宅地内に流れ

込む恐れがある。 

土砂災害 
⚫ 大雨や地震時に、土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域内の建物や住民が被災す

る恐れがある。 

大規模盛土 

造成地 

⚫ 地区内の高台エリアは、広く大規模盛土造成地であり、調査により危険度が高いと判

断された造成地では、地震時に滑動崩落の可能性がある。 
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③ 防災・減災対策の課題 

災害想定の状況、意見交換会結果、アンケート結果、災害リスク分析を踏まえ、課題を抽出します。 

 

災害想定 課題 

台風 

事前対策の普及 

⚫ 事前に台風対策が施された建物・工作物の普及 

⚫ 各自の身の回りの事前の備えの周知 

地震 
建物の耐震性の確保 

⚫ 耐震性が確保された建物の普及 

建物内の安全確保 

⚫ 建物内の安全を事前に確保 

河川浸水 

浸水深の軽減 

⚫ 浸水深を低減させるハード対策の実施 

床上浸水の防止・軽減 

⚫ 水災害対策が施された建物の普及 

⚫ 建物用地の浸水対策 

停電対策 

⚫ 水災害に強い電線の地中化の推進 

避難できる場所の確保 

⚫ 命を守ることを最優先とした避難意識の醸成 

⚫ 水災害から安全に避難できる場所と経路の確保 

災害時要配慮者の安全な避難 

⚫ 高齢者や障がいのある方、子どもなどの災害時要配慮者の避難方法の確立 

ため池浸水 

内水氾濫 

・ 

冠水 

浸水深の軽減 

⚫ 貯留・排水設備や雨水浸透施設の充実 

土砂災害 

新築抑制と安全な場所への移転 

⚫ 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域への新築の抑制 

⚫ 既存建物の安全な場所への移転促進 

治山 

⚫ 治山事業による安全性確保 

大規模盛土 

造成地 

危険度調査による安全性確認と対策 

⚫ 第二次スクリーニング調査による安全性確認 

⚫ 危険度の高い土地の安全対策 

その他 

情報取得手段の確保 

⚫ 災害時の情報取得手段の確保 

停電対策の多重化・代替性の確保 

⚫ 災害時の停電に対応できる発電・蓄電設備の充実 

防災・減災教育 

⚫ 防災・減災に対する正しい備えや対応方法の周知 
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[災害リスク分析図] 
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[第１回意見交換会結果：地区住民が思う不安なこと] 
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[居住地区における災害に関する危機意識について：アンケート（地区別集計）] 
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凡例

イ.津波が起こるかもしれない [n=114]

ロ.河川や高潮による洪水が起こるかもしれない [n=114]

ハ.床上浸水するかもしれない [n=114]

ニ.土砂災害が起こるかもしれない [n=114]

ホ.建物が壊れるかもしれない [n=114]

ヘ.火災が起こるかもしれない [n=114]

ト.液状化現象が起こるかもしれない [n=114]

チ.電気・ガス・水道・通信が使えなくなるかもしれない [n=114]

リ.自分は避難できるだろうか [n=114]

ヌ.家族は避難できるだろうか [n=114]

ル.家族や知人に連絡がとれるだろうか [n=114]

ヲ.救助体制は十分だろうか [n=114]

ワ.食料が足りなくなるかもしれない [n=114]

カ.避難場所・避難所で生活できるだろうか [n=114]

ヨ.一人暮らしの高齢者は大丈夫だろうか [n=114]

タ.障がいのある方は大丈夫だろうか [n=114]

レ.道路が使えなくなるかもしれない [n=114]

ソ.集落や地区が孤立するかもしれない [n=114]

ツ.家具などが転倒して、けがをするかもしれない [n=114]
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[課題図] 
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[参考：建物密度分布図] 

  


